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今月のまちの話題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１月７日（日）、真新しいスーツや振袖

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を身にまとった新成人２３名が出席し、成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人式が行われました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公民館での式典では記念品贈呈、新成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人の宣言など、又式典終了後には湧学館

において、成人という節目を迎えての抱負を述べる“二十歳のスピーチ”が行われました。

すでに就職をしている人や、将来の目標に向って学業に励んでいる人など進む道は別々ですが、それぞれ

が今後の目標や抱負などを述べました。

　式の最後には「パントマイムユニット　トイシアター」のステージパフォーマンスが行われ、和やかな

雰囲気のなかで終了しました。

平成３０平成３０年年京極町成人京極町成人式式
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表彰者は次の方です

■北海道知事表彰

古　屋　　　栄団 員（団員）勤続１０年

室　井　郁　男前 団 長(団員）勤続４９年

菊　地　重　美前分団長(団員）勤続３３年

■羊蹄山ろく消防組合京極消防団長表彰（退団者）

室　井　郁　男前 団 長(団員）勤続４９年

菊　地　重　美前分団長(団員）勤続３３年

久　本　宏　之元 団 員(団員）勤続７年

■北海道消防協会後志地方支部長表彰功労勤続章表彰

　元監査委員の夛田英利さんが、「地方自治法施行７０周年記念監

査事務功労者総務大臣表彰」を受賞され、平成２９年１２月１日に、

山崎一雄町長から表彰状が伝達されました。

　この表彰は、地方自治法施行７０周年にあたり、監査委員とし

て１０年以上在職した方を対象に行われるものです。

　夛田さんは、平成１０年７月から平成２４年６月までの永きにわ

たり本町の監査委員を務められ、監査事務を通じて町財政の効

率的な運営と町政の発展に多大な貢献をいただきました。

　このたびの受賞に心から敬意を表するとともに、これからも

町行政に対しましてお力添えをいただきますようお願い申し上

げます。

元監査委員　夛田　英利　さんが
監査事務功労者総務大臣表彰を受賞されました

　新年恒例の京極消防出初式が１月６日（土）に行われました新年恒例の京極消防出初式が１月６日（土）に行われました。。

消防団員が各家庭を回り火災予防啓発のチラシを配布して火の用心の啓発を行ったあと、体育館で　消防団員が各家庭を回り火災予防啓発のチラシを配布して火の用心の啓発を行ったあと、体育館で観観

閲・点検が行われました閲・点検が行われました。。

その後、公民館に会場を移し永年勤続者をはじめ優良団員の表彰が行われ、団員一同は町民の安全を　その後、公民館に会場を移し永年勤続者をはじめ優良団員の表彰が行われ、団員一同は町民の安全を守守

る決意を新たにしていましたる決意を新たにしていました。。

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３０００００００００００００００００００００年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年 消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初平成３０年 消防出初式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式

■北海道消防協会長表彰

西　海　英　樹団 員（団員）勤続２０年

安　保　　　孝部 長(団員）勤続１５年

藤　田　　　忍部 長(団員）勤続１５年

■北海道消防協会後志地方支部倶知安分会長表彰
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今月のまちの話題

　平成２９年１２月１８日（月）、「緑化活動啓発作品コンクール」

表彰伝達式が京極小学校で行われ、標語の部から佐々木玲未

香さん（京極小学校５年）の作品が優秀賞を受賞しました。

　同じく千葉虎豪郎くん(京極小学校４年)の作品が奨励賞を

受賞しております。

　この「緑化活動啓発作品コンクール」は、公益財団法人北

海道森と緑の会が、森林や緑の大切さ、緑化活動への参加な

ど広く啓発することを目的として、北海道内の小中学校、高

等学校の児童・生徒を対象に毎年実施しているもので、全道

２７６作品の中から選ばれました。

緑化活動啓発作品コンクール
佐々木玲未香さんが優秀賞を受賞

一一一一一一一一一一一一一一一一生生生生生生生生生生生生生生生生懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸命命命命命命命命命命命命命命命命ががががががががががががががががかかかかかかかかかかかかかかかかっっっっっっっっっっっっっっっっここここここここここここここここいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい一生懸命がかっこいい！！！！！！！！！！！！！！！！！  ススススススススススススススススポポポポポポポポポポポポポポポポーーーーーーーーーーーーーーーーツツツツツツツツツツツツツツツツ健健健健健健健健健健健健健健健健闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘のののののののののののののののの証証証証証証証証証証証証証証証証スポーツ健闘の証
第４９回羊蹄ジュニアクロスカントリースキー競技大会

　12月2３日（土）、第4９回羊蹄ジュニアクロスカントリースキー

競技大会がリフレッシュパーク特設コースで行われました。

　当日は天候がよく管内各地から集まった選手達がタイムを競い

合い、選手たちの力強い滑走に多くの声援が送られました。

　京極町の入賞者は次のとおりです。

鞄クラシカルの部

　　幼　　　　児　１位　藪　　祐奈　　　　２位　荒関　結衣

　　　　　　　　　６位　菊地　皐月　　　　９位　横田　　颯

　　小学１年男子　１位　高瀬　蓮士　　　　５位　加藤　優翔

　　小学２年女子　１位　五十嵐小百合　　　２位　窓木　優佳　　　　３位　菊地　陽向

　　小学２年男子　３位　酒井　丈嘉

　　小学３年女子　１位　高瀬　　藍　　　　３位　藤田　春日

　　小学３年男子　４位　荒井　　仁

　　小学４年女子　６位　藤田　朱羽

　　小学４年男子　２位　藪　　大翔　　　　４位　酒井　琉音

　　　　　　　　　５位　船場　凱安　　　　６位　酒井　大遙

　　小学５年女子　１位　小上　千空　　　　３位　加藤　優那

　　小学５年男子　１位　藪　　颯汰　　　　５位　荒関　大翔

　　中学女子　　　４位　酒井　音々　　　　６位　高瀬　　凜

　　中学男子　　　３位　小上　楓真

鞄フリーの部

　　中学女子　　　６位　高瀬　　凜

　　中学男子　　　６位　小上　楓真

優秀　  優秀賞賞 　　  育てよう　小さな芽から　ぐんぐんと　(佐々木　 玲未香 さん)
れみか

  　奨励賞　　　木を植えて　未来へつなごう　緑のバトン　(千葉　 虎豪郎 くん)
こごろう
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　平成２９年１２月１９日（火）、平成２９年度北海道社会貢献賞表彰式が、ホテル札幌ガーデンパレスで行われ、

「森を守り緑に親しむ功労者」部門から京極町林友会（会長　矢戸賢一）が表彰されました。

　この表彰は、永年にわたり緑化の推進・指導、森林の環境教育及び森林の保全などに尽力し、若しく

は貢献し、その功績が極めて顕著であり他の模範となるとして北海道が表彰規則に基づき行われてい

るものです。

　矢戸会長・横山事務局２名で１２月２１日山崎町長に受賞報告を

行いました。これまで京極町林友会は、平成元年に設立以降、

緑の少年団活動支援、木工教室の開催、記念植樹など各種記念

行事への積極的な支援をしてきました。

　平成１３年には北海道産業貢献賞を受賞し、それ以来の表彰

となっております。

　山崎町長からは、お祝いの言葉と共に今後も京極町の緑化

普及活動の中心となってリードする存在であり続けることを

期待するとの言葉がかけられました。

京極町林友京極町林友会会

北海道社会貢献賞(森を守り緑に親しむ功労者)を受北海道社会貢献賞(森を守り緑に親しむ功労者)を受賞賞

　平成２９年１２月２４日(日)リフレッシュパークで、クロスカント

リー体験教室が開催されました。

　この教室は、北海道日本ハムファイターズの『ゆきのね奨楽金』

助成事業の中で行われ、クロスカントリースキーの普及や、競技

レベルの向上などを目的として行われました。

　当日は天候もよく、１００人を超える人が集まり、クロスカント

リースキーに親しみながら，北海道日本ハムファイターズのマス

コットキャラクター「B・B」との触れあいも楽しんでいました。

１２／２４ 幼児クロスカントリースキー体験教室

　京極保育園でクリスマス会が行われ

ました。

　みんなで歌を歌っているとサンタさ

んが来てくれました。園児一人一人が

サンタさんから手渡しでプレゼントを

もらい一緒に写真を撮っており、楽しい

一日となりました。

１２／２2保育園クリスマス会
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（http://lib-kyogoku.jp）

湧学館のホームページでは、新着本情報などを随時お知らせしています。
インターネット予約もご利用ください

２月のカレンダー

土金木水火月日

３●２ ★
１１/31１/３０★１/２９１/２８

１０９★８７６★５４

１７●１６★１５１４１３★１２１１

２４２３２２２１２０★１９１８

３/３３/２★３/１２８２７★２６１５

※休館中の本の返却には、正面玄関横の「返却ポスト」を

　ご利用ください。（夜間や早朝にも返却できます）

■休館日　★夜間開館日　●イベント

２/２(金)、１６日(金) 平家物語読書会（読書室）

　午後７時〜午後８時まで

２月２１日(水)〜２３日(金)は

蔵書点検作業のため

休館いたします

２月の図書展示

本の返却は「返却ポスト」をご利用ください。

なお、貸出期限を過ぎている本は早急にご

返却をお願いいたします。

冬季オリンピック

　　パラリンピック

古本市の開催に向けて

　3月24日(土)に「古本市」の開催を計画し

ています。今年度除籍となる図書や雑誌な

どをひとり10冊までさしあげる予定です。

　そこで、ご自宅の本の整理整頓はいかが

でしょうか？すでに読み終えた不要な本が

ありましたら、お受けします。

　不要本の受付は、状態や中身の確認作業

もありますので、3月1日(木)から15日(木)の

期間、図書カウンターで受付けします。

※　図書利用者カードをお持ちの方が対象

　です。雑誌や付録冊子などお受けできな

　いものもありますので、詳しくはお問い

　合わせください。

お知らせ

「第２回料理教室」の
　　　　　　　　受講者を募集します

日　時：平成30年2月15日(木)

　　　  昼の部：９時30分〜12時

　　　  夜の部：１８時30分〜21時

場　所：公民館２階調理実習室

内　容：お料理づくりとパンづくり

参加費：材料費として600円

定　員：各12名

対　象：町内在住で高校生以上の方

講　師：吉川由紀子 氏

持ち物：ｴﾌ゚ﾛﾝ、布巾(ﾀｵﾙ)、三角巾、筆記用具 等

申込み：2月9日(金)までに生涯学習課

　　　　(℡42-2700)へお申込みください。

※定員になり次第締め切らせていただきます。

申込みはお早めにどうぞ。
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　平成１８年の消防法改正による住宅

用火災警報器の設置義務化から１０年

以上が経過しました。各販売メー

カーの交換推奨期限もおよそ１０年と

なっておりますので、警報器の交換を

検討願います。

　今年度実施された住宅用火災警報器の設置率調査で、京極町内における設置率は、他町

村と比較しても設置率・適合率ともに良好な結果でした。

★調査結果

　平成２９年６月１日

★調査方法

　総務省基準での無作為抽出による調査

★設置率

　住宅への住宅用火災警報器設置率

★条例適合率

　火災予防条例の基準に合致した設置率

【グラフ解説】

　京極支署では防火査察等でご家庭を訪問致します。警報器の正しい設置場所、使用期限

や電池残量等についてわからないことがありましたら、お気軽にご相談下さい。

雪害に注意しましょう！雪害に注意しましょう！！！
　突然の地吹雪による交通獅獅獅獅獅獅獅獅獅獅獅獅獅獅獅獅獅獅獅獅獅獅

事故、除雪作業中の転落や獅獅獅 獅獅獅獅獅獅獅獅獅獅獅獅獅獅獅獅獅獅

落雪事故、除雪機による事獅獅獅獅獅獅獅 獅獅獅獅獅獅獅獅獅獅獅獅獅獅

故など予期せぬ事態が発生獅

する危険性が高まっていま
す。
　日頃から注意を怠らず、
事故なくこの冬を過ごしま
しょう！！

高齢世帯査察に伺います！高齢世帯査察に伺います！！！
　火災が発生しやすいこの時季、犠牲
者の約６割が高齢者であることから、獅獅獅獅獅獅獅獅獅獅獅獅獅獅

７０歳以上のご家庭を対象に防火査察獅獅獅獅獅獅獅獅

を実施致します。
　消防職員が伺います
ので、防火についてわ
からないことがあれば、
どのようなことでも質
問して下さい。

消防への通報・連絡は下記ま消防への通報・連絡は下記までで

火事・救急・救助　(指令センター)　局番なし　   １ １ ９ 番

災害案内専用電話　(自動音声)　　　    ２ ２ − ６ ６ ５ ５ 番

その他お問い合わせ(消防署京極支署)    ４ ２ − ２ ３ ０ ３ 番

90％

100％

68％

84％
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「
所
得
税
」
と
言
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、

　

・
そ
の
方
が
一
年
間
で
得
た
す
べ
て
の
収
入
か
ら
必
要
経
費
を
除
い

　
　

た
「
所
得
金
額
」
か
ら

　

・
社
会
保
険
料
や
扶
養
控
除
な
ど
の
「
所
得
控
除
」
を
差
し
引
い
て

　

・
残
り
の
「
課
税
さ
れ
る
所
得
金
額
」
に
税
率
を
か
け
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

税
額
を
計
算
し
ま
す
。

　

税
額
は
納
税
者
自
ら
が
計
算
し
て
申
告
・
納
税
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
こ
の
申
告
の
こ
と
を
「
確
定
申
告
」
と
い
い
ま
す
。

                            

◆
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
方

　

① 
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る
方
（
年
末
調
整
で
そ
れ
ら

　
　

の
金
額
を
合
算
の
う
え
調
整
を
受
け
ら
れ
た
方
を
除
き
ま
す
）

　

② 
給
与
と
公
的
年
金
の
両
方
を
受
け
て
い
る
方
（
年
末
調
整
は
年
金

　
　

所
得
額
を
含
め
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
）

　

③ 
給
与
所
得
者
で
給
与
の
年
収
が
２
千
万
円
を
超
え
た
方

　

④ 
給
与
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
（
講
師
謝
礼
や
原
稿
料
、
生
命
保

　
　

険
の
一
時
金
な
ど
）
が
あ
り
、
そ
の
合
計
が　

万
円
を
超
え
た
方

20

　

⑤ 
事
業
（
商
・
農
業
等
）
を
営
む
方

　

⑥ 
不
動
産
収
入
の
あ
っ
た
方
（
農
業
を
辞
め
ら
れ
た
後
、
農
地
や
倉

　
　

庫
を
他
の
事
業
者
へ
貸
し
て
得
た
収
入
は
、
金
額
の
多
少
に
関
わ

　
　

ら
ず
不
動
産
収
入
と
な
り
ま
す
）

　

⑦ 
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
方

　
　

※　

①
〜
⑦
に
該
当
す
る
方
で
あ
っ
て
も
、
所
得
状
況
に
よ
り
申

　
　
　

告
が
不
要
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

確定申告の受付は２月１６日(金)から
〜マイナンバーを忘れずに！〜

　

こ
の
ほ
か
、
給
与
お
よ
び
年
金
所
得
者
の

方
が
医
療
費
控
除
や
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
な
ど
を
申
告
し
て
所
得
税
の
還
付
を
受
け

る
場
合
も
、
確
定
申
告
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
確
定
申
告
を
行
う
必
要
が
な

く
て
も
、
町
道
民
税
の
申
告
が
必
要
な
場
合

も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

◆
町
道
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

　

町
道
民
税
の
申
告
が
必
要
な
の
は
、
確
定
申
告
を
行
っ
て
い
な
い

方
の
う
ち
、
平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、
京
極
町
内
に
住
ん
で
い
る

30

方
で
、
さ
ら
に
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

① 
給
与
や
賃
金
な
ど
の
所
得
が
あ
る
方
で
、
勤
務
先
か
ら
京
極
町
役

　
 
場
税
務
課
へ
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
方
（
賃
金

　

等
の
支
払
い
を
受
け
た
の
に
支
払
者
か
ら
源
泉
徴
収
票
を
受
け 

　

取
っ
て
い
な
い
方
は
該
当
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
）

② 
給
与
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
が
あ
り
、
そ
の
合
計
が　

万
円
を

20

　
 
超
え
な
い
方

③ 
平
成　

年
中
に
退
職
し
、
平
成　

年
１
月
１
日
ま
で
に
就
職
し
て

29

30

　
 
い
な
い
方

④ 
給
与
所
得
者
で
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
方
や
公
的
年
金
な

　
 
ど
の
所
得
だ
け
の
方
で
、
社
会
保
険
料
控
除
、
生
命
保
険
料
控
除

　

や
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
控
除
な
ど
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

⑤ 
所
得
は
な
い
が
、
健
康
保
険
等
の
軽
減
措
置
を
受
け
よ
う
と
す
る

　
 
方
や
、
所
得
額
０
円
の
所
得
証
明
書
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
方　

　

（
申
告
が
な
い
と
町
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
申
請
や
公
営
住
宅
入
居

　

な
ど
の
申
請
に
必
要
な
各
種
証
明
書
が
発
行
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

　

証
明
書
が
必
要
な
方
も
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
）
｝
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喉

孔

垢

孝

坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑

坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑

好
好
好
好

好
好
好
好

今月の

確定申告休日相談日　２月２５日(日)午前９時〜午後５時

　　　　　　　　　　　　どうぞ、お気軽にご相談ください。

＜お問い合わせ先＞　役場税務課　緯４２-２１１１　内線34〜36

　

特
に
、
④
に
挙
げ
た
控
除
を
受
け
忘
れ
た
た
め
に
所
得
税
や
町
道
民

税
が
高
く
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
控

除
は
申
告
し
な
け
れ
ば
適
用
と
な
ら
な
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
の
で
、

注
意
が
必
要
で
す
。

　

平
成　

年
分
所
得
に
か
か
る
確
定
申
告
の
受
付
は
、
２
月　

日(

金)

29

16

か
ら
３
月　

日(

木)

ま
で
の
期
間
に
、
倶
知
安
税
務
署
及
び
京
極
町
役

15

場
税
務
課
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
須
と
な
っ
て
お
り
、
申
告
書

獅
獅
獅
獅
獅

の
提
出
時
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
と
身
分

獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅

証
明
書
（
運
転
免
許
証
や
保
険
証
等
）
が
必
要
で
す
の
で
、
提
出
す
る

獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅

際
に
は
忘
れ
ず
に
お
持
ち
下
さ
い
。

　

ま
た
、
２
月　

日(

日)
と
３
月
４
日(

日)

は
、
役
場
税
務
課
窓
口
を
臨

25

時
開
庁
し
て
確
定
申
告
の
休
日
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
、
平
日
に
来
ら

れ
な
い
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　　

軽
自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日
現
在
、
町
内
に
お
い
て
原
動
機
付
自

獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅
獅

転
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
、
軽
自
動
車
及
び
２
輪
の
小
型
自
動
車
な
ど

を
所
有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
（
道
路
を
走
行
す
る
し
な
い
に

関
わ
ら
ず
、
必
ず
申
告
が
必
要
で
す
）。

　

軽
自
動
車
税
に
は
、
自
動
車
税
の
よ
う
な
月
割
課
税
制
度
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
年
の
途
中
で
廃
車
し
た
り
、
譲
渡
し
て
も
当
該
年
度
の
税

金
は
全
額
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
廃
車
や
譲
渡
な
ど
で
現
在
所
有
し
て
い
な
く
て
も
、
手
続
き

が
済
ん
で
い
な
い
と
翌
年
度
も
課
税
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
３
月

　

日
ま
で
に
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

31

軽
自
動
車
税
の
手
続
き
に
つ
い
て

◆
軽
自
動
車
税
の
手
続
・
申
告
に
つ
い
て

　

軽
自
動
車
等
を
取
得
、
廃
車
、
譲
受
し
た
場
合
は
す
み
や

か
に
次
の
場
所
で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申告場所車　　種

京極町役場税務課　原動機付自転車(５０cc、90cc、125cc、ミニカー)

　小型特殊自動車
　・農耕作業用で、最高速度が35km/h未満のもの
　・その他特殊作業用で、一定の規格以下、
　　かつ最高速度が15km/h以下のもの

札幌地区軽自動車協会
　住所　札幌市北区新川5条20丁目
　電話　（0５０）３８１６-１７６３
〈札幌主管事務所コールセンター〉

　軽自動車
　・660cc以下の３輪・４輪など
　・125ccを超え250cc以下のバイク

北海道運輸局札幌運輸支局
　住所　札幌市東区北28条東1丁目
　電話　（050）5540-2001

　・２輪の小型自動車(250ccを超えるバイク)



１０

〜ふゆ組クリスマス会〜

■よちよち教室③〜子育て支援センター・・・・・・・・６日（火）１０：００〜１１：００
■わいわい教室③〜子育て支援センター・・・・・・・・７日（水）１０：００〜１１：００
■にこにこ教室⑤〜子育て支援センター・・・・・・・・１３日（火）１０：００〜１１：００
■幼児交流倶楽部はる組①③〜公民館・体育館・・・１４・２８日（水）１０：００〜１１：３０
■　　　　〃　　　　　②〜子育て支援センター・・・・２１日（水）１０：００〜１１：３０
■赤ちゃん健康相談〜公民館・・・・・・・・・・・・・１６日（金）１０：００〜
■１歳６ヶ月児・３歳児健診〜公民館・・・・・・・・・２０日（火）１２：３０〜

２月の
子育て
カレンダー

〜親子インタビュー〜

　幼児交流倶楽部ふゆ組のクリスマス会が公民館で行われ、たくさんの親子が集まり楽しく過ごしました。
　湧水塾のおじいちゃんおばあちゃん達といっしょに、クリスマスの歌を歌ったり、プレゼント交換した
り、笑顔で楽しんでいたところに舞台からサンタクロースが！！
　びっくりして泣いてしまう子もいたけれど、プレゼントをもらってにっこり♪

　今月は 藤平夏帆 ちゃん 茉緒 ちゃんと、お母さんの 葵 さん
ふじひら　かほ まお あおい

に支援センターの話を聞いてみました。

　「いろいろな年代が集まるので、子どもの成長がよくわ

かる気がして、とてもいい場所

だと思っています。

　ママ達もいろんな人がいて楽

しく交流できるし、意見交換も

あって毎日来ても楽しいくらい

ですね。

　就学前の小さな子ども達で

も集団で遊ぶ楽しさが身につく

のも、いいですよね。」

と親子３人なかよく笑顔で話し

てくれました。

〜つみき、おもしろいね〜

〜各教室のおしらせ〜
２月６日（火）よちよち教室
　　７日（水）わいわい教室
　　１３日（火）にこにこ教室
　　　　　を予定しています。
　　今年度最後です。
　　ぜひご参加くださいね。

　支援センターにある、さまざま
な積木。積み方、遊び方を工夫す
ると、びっくりする程、積み上　げ
る事ができます。
　色や形を考えながら創造してい
く楽しさが広がりますね。

レンガ積木 積木セラ 積木ﾈﾌｽﾋ゚ ﾙー エルフ積木

京極町子育て支援センター　℡42−3000
　開園時間　月〜金曜日　AM９：００〜１１：３０
　　　　　　　　　　　　P M１：００〜４：３０
　閉園日　　土・日曜日、祝日

５日紙芝居「ふうちゃんとそり」

　　絵　本「あっちみてこっちみて」他

１９日紙芝居「ゆきぐにからきたラッセルくん」

　　絵　本「ちいさなひこうき」他

２６日紙芝居「ポンコちゃんとゆきだるま」

　　絵　本「よくきたね」他

２月の予定は
次のとおりです。

子育て支援センター読み聞かせ室

「読み聞かせタイム」

毎週月曜日１０：３０〜１１：００

絵本読み聞かせ
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保
険
料
の
納
め
方

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
次
の
方
法
で

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
納
付
書
（
現
金
）
で
納
付

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付

書
で
、
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ

の
窓
口
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
納
付
期
限
（
翌
月
末

日
）
ま
で
に
納
め
ま
す
。

②
口
座
振
替
で
納
付

　

事
前
に
手
続
き
を
し
て
、
ご
希
望
の
口

座
か
ら
自
動
的
に
納
付
し
ま
す
。

③
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
付

　

事
前
に
申
し
込
み
手
続
き
を
し
て
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
か
ら
定
期
的
に
納
付
し

ま
す
。

④
電
子
納
付

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

・
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ

・
テ
レ
フ
ォ
ン
バ
ン
キ
ン
グ

※
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合
は
、
あ
ら
か
じ

め
利
用
さ
れ
る
金
融
機
関
と
契
約
を
結
ぶ

必
要
が
あ
り
ま
す
。
契
約
方
法
に
つ
い
て

は
、
ご
利
用
に
な
る
金
融
機
関
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
前
納
制
度

　

そ
の
年
度
の
１
年
分
（
４
月
分
〜
翌
年

３
月
分
）、
６
ヵ
月
分
ま
た
は
一
定
期
間

分
の
保
険
料
を
前
納
（
前
払
い
）
す
る
と
、

保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

　

割
引
額
は
、
納
付
方
法
や
前
納
期
間
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

●
納
付
書
（
現
金
）
に
よ
る
前
納

　

納
付
書
に
よ
る
前
納
は
、
１
年
前
納
、

６
ヵ
月
前
納
、
任
意
の
月
か
ら
そ
の
年
度

末
（
３
月
分
）
ま
で
の
前
納
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
の
一
部
免
除
を
受
け
て

い
る
人
も
、
免
除
を
受
け
て
い
な
い
保
険

料
に
つ
い
て
前
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
納
付
書
に
よ
る
前
納
の
納
付
期
限

は
、
１
年
前
納
及
び
４
月
〜
９
月
分
の

６
ヵ
月
前
納
が
４
月
末
日
ま
で
、　

月
〜

10

翌
年
３
月
分
の
６
ヵ
月
前
納
は　

月
末
日

10

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で
も

納
付
書
で
の
前
納
と
同
様
に
、
１
年
前

納
・
６
ヵ
月
前
納
が
で
き
ま
す
。

●
口
座
振
替
に
よ
る
前
納

　

口
座
振
替
に
よ
る
前
納
は
、
１
年
ま
た

は
半
年
間
を
単
位
と
し
て
お
り
、
納
付
書

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
前
納
よ
り
割

引
額
が
多
く
お
得
で
す
。

　

こ
の
口
座
振
替
に
よ
る
前
納
の
申
込
期

限
は
、
１
年
前
納
及
び
４
月
〜
９
月
分
の

６
ヵ
月
前
納
が
２
月
末
日
ま
で
、　

月
〜

10

翌
年
３
月
分
の
６
ヵ
月
前
納
は
８
月
末
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
口
座
振
替
で
前
納
さ
れ
て
い
る

方
は
、
再
度
の
お
申
込
み
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
口
座
振
替
の
引
落
方
法
を
変

更
さ
れ
る
場
合
は
、
再
度
お
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

◎
口
座
振
替
分
に
つ
い
て
は
、
割
引
額
が

よ
り
大
き
な
「
２
年
前
納
」
が
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

　

こ
の
２
年
前
納
は
口
座
振
替
の
み
利
用

が
可
能
で
、
申
込
期
限
は
毎
年
２
月
末
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
口
座
振
替
の
早
割

　

保
険
料
の
口
座
振
替
で
は
、
通
常
毎
月

の
保
険
料
は
、
当
月
分
は
翌
月
末
に
引
落

し
と
な
り
ま
す
が
、
口
座
振
替
の
早
割
の

場
合
は
、
毎
月
の
保
険
料
が
納
付
期
限
よ

り
１
ヵ
月
早
く
引
落
し
さ
れ
、
月
額
で　
50

円
の
割
引
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
現
金
払
い
で
1
ヵ
月
早
く
納
付

し
て
い
た
だ
い
て
も
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

口
座
振
替
の
早
割
は
、
随
時
受
け
付
け

し
て
い
ま
す
。
従
来
か
ら
口
座
振
替
で
毎

月
納
付
し
て
い
る
場
合
で
も
、
こ
の
口
座

振
替
の
早
割
制
度
に
変
更
す
る
た
め
に
は
、

改
め
て
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、

役
場
住
民
福
祉
課
ま
た
は
、

小
樽
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

℡
０
１
３
４−

　

−

４
２
３
６

２３

　
　
　

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
開
設
日
時

　

２
月　

日
（
木
）

１５

　

午
前　

時　

分
〜
午
後
３
時　

分

10

30

30

●
開
設
場
所

　

後
志
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

（
倶
知
安
町
南
１
条
東
１
丁
目
）

●
予
約
申
込
受
付

　

小
樽
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

�
０
１
３
４−

　

−

５
０
０
２

６５

　
　
　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

30

　
　
　
　
　

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

・
ご
予
約
を
受
付
の
際
に
は
、
相
談
者
及

び
配
偶
者
氏
名
、
基
礎
年
金
番
号
、
電
話

番
号
、
相
談
内
容
に
つ
い
て
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

２
月
の
総
会
は
、

　

２
月　

日　

午
後
１
時　

分

２２

（木）

３０

　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
会
予
定
で
す
。

住
民
福
祉
課

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

住
民
福
祉
課

２
月
の
小
樽
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

出
張
相
談
日

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ



１２

　

平
成　

年
１
月
か
ら　

月
ま
で
に
締
結

２９

１２

（
公
告
）
さ
れ
た
賃
貸
借
に
お
け
る
賃
借

料
水
準
（　

ａ
当
た
り
）
を
お
知
ら
せ
い

１０

た
し
ま
す
。

●
畑
の
部

　

平
均
額　
　

６，

６
１
０
円

　

最
高
額　
　

１
０，

７
７
４
円

　

最
低
額　
　

２，

５
０
０
円

　

デ
ー
タ
数　

１
５
０
筆

　

田
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
に
締
結
さ
れ

２９

た
賃
貸
借
契
約
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

供
い
つ
か
僑
を
供
今
僑
に
。

　
　
　
　

日
本
の
国
土
、
北
方
領
土

　

我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
歯
舞
群
島
、

色
丹
島
、
国
後
島
及
び
択
捉
島
か
ら
な
る

北
方
四
島
の
早
期
返
還
の
実
現
は
、
道
民

は
も
と
よ
り
国
民
の
長
年
に
わ
た
る
悲
願

で
す
。

　

こ
の
北
方
領
土
問
題
解
決
の
た
め
、
こ

れ
ま
で
日
ロ
両
国
間
で
は
精
力
的
な
外
交

交
渉
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
北
方
領

土
返
還
要
求
運
動
が
始
ま
っ
て
か
ら　

年
６０

以
上
が
経
過
し
た
現
在
な
お
、
領
土
返
還

へ
の
具
体
的
な
道
筋
は
見
え
な
い
ま
ま
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
の
外
交
交
渉
を
積
極
的
に
後
押
し
し
、

さ
ら
な
る
道
民
世
論
の
結
集
を
図
る
た
め

「
日
魯
通
交
条
約
」
署
名
の
日
（
１
８
５

５
年
２
月
７
日
）
を
記
念
し
て
、
昭
和　
５６

年
１
月
６
日
の
閣
議
に
お
い
て
定
め
ら
れ

た
２
月
７
日
の
「
北
方
領
土
の
日
」
を
中

心
に
、
北
海
道
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て

「
北
方
領
土
の
日
特
別
啓
発
期
間
」
を
定

め
、
道
、
市
町
村
及
び
関
係
団
体
が
連
携

し
、
一
層
強
力
に
北
方
領
土
問
題
の
啓
発

活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

北
方
領
土
問
題
の
一
日
も
早
い
解
決
の

た
め
、
各
地
で
行
わ
れ
る
行
事
や
署
名
活

動
へ
の
参
加
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
特
別
啓
発
期
間

　

平
成　

年
１
月　

日
〜
２
月　

日

３０

２１

２０

　

く
わ
し
く
は

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

倶
知
安
地
域
事
務
所

　

℡　

−

３
５
４
０

２３

　

自
衛
官
募
集
相
談
員

　
　

京
極
町
字
京
極　
　

村
上　

敦

　

℡　

−

２
５
４
３

４２

　
　
　
　

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

住
民
福
祉
課

２
月
７
日
は
「
北
方
領
土
の
日
」

農
業
委
員
会

平
成　

年
賃
借
料
情
報
に
つ
い
て

２９

総
務
課

平
成　

年
度
採
用
の

３０

　
　

自
衛
官
の
募
集
に
つ
い
て

試験日受付期間受験資格募集種目

平成３０年

４月１４日(土)〜１８日(水)

　(いずれか１日を

　　　　指定されます)

平成３０年１月９日(火)

〜

平成３０年４月６日(金)

１８歳以上３４歳未満の者

(細部については札幌地本倶知安

地域事務所にご確認ください)

一般

予備自衛官補 １８歳以上で別表にある

国家免許資格等を有する者

(別表細部については札幌地方倶知

安地域事務所にご確認ください)

技能

 国  後 島
くな しり

 色  丹 島
しこ たん

 歯  舞 群島
はぼ まい

 択  捉 島
えと ろふ

「必ずチェック 最低賃金！ 使用者も、労働者も」

　北海道内で事業を営む使用者及びその事業

場で働く全ての労働者(臨時、パートタイマー、

アルバイト等を含む)に適用される北海道最

低賃金が左のとおり改定されました。

厚生労働省　北海道労働局

　　　　　　労働基準監督署(支署)

北海道最低賃金

時間額

８１０円

平成２９年１０月１日発効



１３ 活力湧き出る みどり美しい 水のまち

　

事
業
系
の
仮
設
ト
イ
レ
※

が
増
加
し
て

お
り
、
今
後
の
し
尿
処
理
業
務
を
安
定
的

か
つ
継
続
的
に
行
う
た
め
に
、
平
成　

年
30

４
月
１
日
か
ら
事
業
系
仮
設
ト
イ
レ
の
汲

み
取
り
に
つ
い
て
、
現
行
の
し
尿
等
処
理

手
数
料
（
汲
取
り
料
金
）
の
他
に
、
新
た

に
割
増
定
額
料
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
割
増
定
額
料
金
は
、
個

人
・
農
家
や
イ
ベ
ン
ト
関
係
な
ど
は
除
外

さ
れ
ま
す
。

※

事
業
系
仮
設
ト
イ
レ
と
は
・
・
・
・
・

　

建
設
業
法
に
該
当
す
る
業
種
で
、
工
事

現
場
等
に
設
置
さ
れ
た
仮
設
ト
イ
レ

【
改
定
前
】　

　

リ
ッ
ト
ル
当
た
り　
　

円
（
消
費
税
込
）

10

85

【
改
定
後
】　

☆
事
業
系
仮
設
ト
イ
レ

　

リ
ッ
ト
ル
当
た
り　
　

円
（
消
費
税
込
）

10

85

　
　
　
　
　
　

+

仮
設
ト
イ
レ
1
基
に
つ
き
1，

0
0
0
円

●
汲
取
り
量
が　

リ
ッ
ト
ル(

基
本
量)

以

360

下
で
あ
っ
て
も
基
本
料
金
3，

0
6
0
円

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
汲
取
り
量
が　
360

リ
ッ
ト
ル
を
超
え　

リ
ッ
ト
ル
未
満
の
端

10

数
が
あ
る
場
合
は
、　

リ
ッ
ト
ル
単
位
で

10

切
り
上
げ
い
た
し
ま
す
。

【
上
記
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
】

　

羊
蹄
山
麓
環
境
衛
生
組
合

　

羊
蹄
衛
生
セ
ン
タ
ー　

総
務
係

　

℡　

−

０
２
１
１

２２

　

毎
年
２
月
か
ら
４
月
は
、
入
学
や
就
職

あ
る
い
は
転
勤
な
ど
に
よ
る
異
動
が
多
く

発
生
す
る
時
期
で
す
。
公
営
住
宅
入
居
者

の
同
居
人
に
異
動
が
発
生
し
た
場
合
は
、

速
や
か
に
「
同
居
者
異
動
届
」
な
ど
の
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
異
動
届
が
必
要
な
と
き

①
就
職
あ
る
い
は
転
勤
な
ど
に
よ
り
同
居

　

者
が
転
出
し
た
と
き

②
同
居
者
が
死
亡
し
た
と
き

③
入
居
者
あ
る
い
は
同
居
者
が
出
産
し
た

　

と
き

●
手
続
き
の
方
法

　

住
民
票
等
異
動
の
事
実
を
示
す
書
類
と

印
鑑
を
持
っ
て
、
役
場
建
設
課
管
理
係
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

　

転
入
等
に
よ
る
同
居
者
の
異
動
が
発
生

し
た
場
合
は
、「
同
居
承
認
申
請
」
の
手
続

き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
建
設
課
管
理
係

　

℡　

−

２
１
１
１

４２

建
設
課

公
営
住
宅
の
同
居
者
に
転
出
な
ど
の
異
動

が
発
生
し
た
場
合
の
手
続
き
に
つ
い
て

よ
う
て
い
地
域
消
費
生
活
相
談
窓
口

℡：

０
１
３
６−

　

−

１
６
０
０

４４

　

「
仮
想
通
貨
」
と
い
う
言
葉
は
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
の
で
、
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
方
も
多
く
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
仮
想
通
貨
」
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
電
子
的
に
取
引
さ
れ
る
電

子
デ
ー
タ
で
、
日
本
円
や
ド
ル
の
よ
う
に
国
が
そ
の
価
値
を
保
証
し
て
い

る
「
法
定
通
貨
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
は
そ
の
「
仮
想
通
貨
」
を
め

ぐ
る
相
談
が
全
国
の
窓
口
に
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
仮
想
通
貨
の
関
連
と
思
わ
せ
た
投
資
を
持
ち
か
け
、
ト
ラ
ブ
ル

と
な
る
ケ
ー
ス
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
利
用
す
る
際
に
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
注
意
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

理
解
し
て
お
き
た
い
こ
と
と
し
て
、
仮
想
通
貨
は
価
値
が
保
証
さ
れ
て

お
ら
ず
、
価
格
が
変
動
し
ま
す
。
価
格
が
急
落
す
る
と
損
を
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
次
に
仮
想
通
貨
交
換
業
者
は
金
融
庁
・
財
務
局
へ
の
登
録

が
必
要
で
す
。
利
用
す
る
際
は
金
融
庁
・
財
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
事

業
者
が
登
録
を
受
け
て
い
る
か
確
認
し
て
下
さ
い
。

　

仮
想
通
貨
の
取
引
を
行
う
場
合
は
、
事
業
者
か
ら

説
明
を
受
け
、
取
引
内
容
や
リ
ス
ク
（
価
格
変
動
リ

ス
ク
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ス
ク
な
ど
）
を

理
解
し
て
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
仮
想
通

貨
に
便
乗
す
る
詐
欺
的
な
悪
質
商
法
に
ご
注
意
下
さ

い
。

　

不
安
に
思
っ
た
り
、
心
配
に
な
っ
た
り
し
た
場
合

に
は
役
場
や
相
談
窓
口
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

仮
想
通
貨
っ
て
大
丈
夫
？

利
用
す
る
際
に
注
意
し
て
欲
し
い
こ
と

住
民
福
祉
課

し
尿
処
理
手
数
料
（
汲
取
り
料
金
）

に
新
た
に
事
業
系
仮
設
ト
イ
レ
の
割

増
定
額
料
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。



１４

「
冬
の
地
震
災
害
に
備
え
る
」

　

地
震
は
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
冬
の
寒
い
時
期
に
発
生
し

た
大
き
な
地
震
と
し
て
は
、「
平
成
５
年

（
1
9
9
3
年
）
釧
路
沖
地
震
」（
１
月　
15

日
）
や
、「
平
成
７
年
（
1
9
9
5
年
）
兵

庫
県
南
部
地
震
（
阪
神
・
淡
路
大
震
災
）」

（
１
月　

日
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
も
し
、

17

冬
に
大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
雪

の
多
い
北
海
道
で
は
、
夏
よ
り
も
被
害
が

大
き
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
冬
に
地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
備
え

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

①
雪
へ
の
備
え

　

屋
根
に
多
く
の
雪
が
積
も
っ
て
い
る
と
、

雪
の
重
み
に
よ
り
家
の
倒
壊
の
危
険
性
が

高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
地
震
の
揺
れ
に

よ
る
屋
根
か
ら
の
落
雪
で
、
避
難
路
が
ふ

さ
が
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
日
頃
か
ら

自
宅
周
辺
な
ど
で
落
雪
の
お
そ
れ
が
あ
る

と
こ
ろ
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
火
災
へ
の
備
え

　

冬
は
夏
と
比
べ
て
風
が
強
く
空
気
が
乾

燥
し
て
お
り
、
ま
た
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
暖

房
器
具
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
火
災
の

危
険
が
高
く
な
り
ま
す
。
地
震
が
起
き
た

ら
ま
ず
身
の
安
全
を
守
り
、
揺
れ
が
お
さ

ま
っ
て
か
ら
暖
房
器
具
や
ガ
ス
コ
ン
ロ
の

火
を
消
し
て
く
だ
さ
い
。

　

最
近
の
暖
房
器
具
は
、
地
震
を
検
知
し

て
自
動
的
に
ガ
ス
や
灯
油
の
供
給
を
止
め

る
機
能
が
備
わ
っ
て
い
る
も
の
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
の
器
具
に
機
能

が
備
わ
っ
て
い
る
か
、
き
ち
ん
と
動
作
す

る
か
な
ど
、
定
期
的
に
点
検
・
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
電
気
が
復
旧
す
る
際
に
電
気
製

品
な
ど
が
シ
ョ
ー
ト
す
る
こ
と
に
よ
り
、

火
災
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
避

難
す
る
時
に
は
必
ず
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と

し
ま
し
ょ
う
。

③
寒
さ
へ
の
備
え

　

地
震
に
よ
っ
て
電
気
や
ガ
ス
な
ど
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
ス
ト
ッ
プ
し
、
暖
房
器
具

が
使
え
な
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
防
寒
着
、
毛
布
、
使
い
捨
て
カ
イ

ロ
な
ど
を
用
意
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で

す
。
防
寒
着
な
ど
は
、
避
難
所
へ
の
移
動

時
や
そ
の
後
の
避
難
生
活
で
も
必
要
と
な

り
ま
す
。
寒
さ
へ
の
対
策
に
つ
い
て
も
考

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

札
幌
管
区
気
象
台
地
震
火
山
課

　

℡
０
１
１−

６
１
１−

６
１
２
５

　

毎
年
、
沿
道
建
物
等
か
ら
の
落
氷
雪
に

よ
る
死
傷
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
冬
期
間
の
生
活
に
は
ご
苦

労
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
冬
期
間

の
通
行
を
円
滑
に
し
、
事
故
を
無
く
す
る

た
め
、
特
に
、
次
の
こ
と
に
注
意
す
る
よ

う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
落
氷
雪
事
故
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
よ

う
な
沿
道
建
物
等
に
つ
い
て
は
、
雪
止
め

を
設
置
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
既
に
雪
止
め
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合

で
あ
っ
て
も
、
針
金
等
の
錆
、
老
朽
化
等

に
よ
る
破
損
が
原
因
で
落
氷
雪
事
故
が
発

生
す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
必
ず
点
検
し
、

破
損
等
が
発
見
さ
れ
た
際
は
早
急
に
修
繕

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
落
氷
雪
事
故
は
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
３
か

ら
プ
ラ
ス
３
程
度
の
と
き
に
発
生
し
や
す

い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
た
め
、
早
め
に
除

雪
す
る
と
と
も
に
、
除
雪
の
際
に
は
、
歩

行
者
や
遊
ん
で
い
る
子
供
等
に
十
分
注
意

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
落
氷
雪
が
あ
っ
た
場
合
は
、
直
ち
に
事

故
が
な
い
か
確
認
す
る
と
と
も
に
、
歩
行

者
の
通
行
の
支
障
に
な
ら
な
い
よ
う
に
排

除
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
交
通
事
故
及
び
交
通
障
害
防
止
の
た
め
、

屋
根
か
ら
の
落
氷
雪
や
敷
地
内
の
積
雪
を

道
路
に
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

◆
軒
下
を
通
行
す
る
と
き
は
、
屋
根
か
ら

の
落
氷
雪
に
十
分
注
意
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
軒
下
や
道
路
で
は
、
絶
対
に
子
供
を
遊

ば
せ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

◆
ビ
ル
の
壁
、
窓
枠
、
突
出
看
板
等
か
ら

の
落
氷
雪
は
少
量
で
も
危
険
で
あ
る
た
め
、

早
め
に
付
着
し
た
氷
雪
の
除
去
を
行
う
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
落
氷
雪
の
除
去
の
際
に
は
、
歩

行
者
へ
の
十
分
な
安
全
対
策
を
行
う
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、
そ

れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露
作
業
に

従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険
法
に
基

づ
く
各
種
の
労
災
保
険
給
付
や
石
綿
救
済

法
に
基
づ
く
特
別
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を
吸
っ
て

か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を
経
て
発
症
す
る

こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

中
皮
腫
な
ど
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
方
が
過
去
に
石
綿
業
務
に
従
事
さ
れ
て

い
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険
給
付
等
の
支

給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

北
海
道
労
働
局
又
は
労
働
基
準
監
督
署
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

総
務
課

札
幌
管
区
気
象
台
か
ら
の
お
知
ら
せ

北
海
道
開
発
局

屋
根
か
ら
の
落
氷
雪

　
　
　
　

事
故
防
止
な
ど
の
お
願
い

北
海
道
労
働
局

石
綿
に
よ
る
疾
病
の

　
　
　
　
　

保
証
・
救
済
に
つ
い
て
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活力湧き出る みどり美しい 水のまち１５

平成２９年１２月末
交通事故発生状況

2８年2９年

１件２件人身

61件65件物損

０人０人死者

京極町地域安全協会

倶 知 安 警 察 署

　事　件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　焔１２月中、京極町では犯罪の認知はありませんでした。

　事　故 （事例）　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　焔１２月２日、国道の直線路において、左側から飛び出した鹿と衝突する事故

が発生しました。

　焔１２月１８日、国道の緩やかな右カーブにおいて積雪路面にタイヤをとられ、

道路右側に逸脱する事故が発生しました。

１歳おめでとう！

いつもニコニコ咲太朗。

笑っていても泣いていても、どんな咲太朗

もお父さん・お母さん・お兄ちゃんは大好

きだよ。

まわりをぱーっと明るく照らすニコニコな

花を咲かせてね！

元気に大きくなあれ♡ 三崎（２月９日）

俊介さん＝朝子さん

貞村　 咲太朗 
さくたろう

　

１
月　

日
、
東
京
体
育
館
で
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
決
勝
戦
が
行
わ
れ

２１

ま
し
た
。

　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
は
、
中
学
２
年
生
で　

歳
の
張
本
選
手
が
、
男
女
を
通

１４

じ
て
史
上
最
年
少
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
は
、　

歳
の
伊
藤
選
手
が
初
優
勝
し
ま
し
た
。

１７

　

私
も
、
男
女
シ
ン
グ
ル
ス
の
決
勝
戦
を
テ
レ
ビ
で
観
て
い
ま
し
た
が
、
２

人
と
も
素
質
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
日
々
の
努
力
の
積
み
重
ね
が
実
を
結
ん

だ
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

卓
球
界
で
は　

代
の
若
い
選
手
の
活
躍
が
め
ざ
ま
し
く
、
２
０
２
０
年
東

１０

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
日
本
人
選
手
の
活

躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

２
月
９
日
、
平
昌
（
韓
国
）
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
幕
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
女
子
に
お
い
て
初
め
て
と

な
る
南
北
合
同
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
話
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
平
和
を
テ
ー
マ
と
し
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
大
会

を
通
じ
て
心
配
さ
れ
て
い
る
危
機
が
回
避
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
こ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
メ
ダ
ル
を
何
個
獲
得
で
き
る
の
か
と

言
う
こ
と
が
話
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
私
個
人
と
し
て
は
、
種
目
・
色
に

関
係
な
く　

個
以
上
の
メ
ダ
ル
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
色
に
関
係
な
く
と

１２

言
っ
て
い
ま
す
が
、
金
を
４
個
以
上
期
待
し
応
援
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

特
に
女
子
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
の
高
梨
選
手
に
は
、
向
か
い
風
の
運
が
味
方

し
て
く
れ
、
金
を
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
冬
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
、
は
や
っ
て
お
り

ま
す
の
で
手
洗
い
・
う
が
い
を
励
行
し
、
体
調
管
理
に
十
分
に
留
意
さ
れ
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

（
第　

号
）
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１６

転倒しにくい、体づくり・環境づくりをしましょう

　加齢とともに、筋力の低下や視力の衰え、病気や服薬によるふらつきなど様々な要因が

重なり、思わぬところで転倒しやすくなります。転倒による骨折で介護が必要になる場合

もあるため、日頃から転倒の対策をしておくことが大切です。

　①室内の安全対策をしましょう

　高齢者の転倒は屋外ばかりでなく、自宅で多く発生しています

　・コンセントに足を引っかけたり、物をよけようとして転ばないように整理整頓を心が

　　けましょう。

　・マットやじゅうたんの端は足を引っかけやすいので固定などの工夫を。階段や玄関な

　　どの段差にはすべり止めや手すりの設置も有効です。

　②バランスのとれた食事を心がけましょう

　　骨がもろくなる病気の「骨粗しょう症」予防のカルシウムや、筋肉のもととなるタン

　パク質（肉・魚・卵・大豆製品）を取るように心がけましょう。

　③足のケアと靴選び

　・足の清潔・健康に心がける

　　水虫、巻き爪、外反母趾などの足のトラブルが転倒の原因となることがあります。

　・自分の足に合った靴を履く

　　靴を選ぶときはつま先が自然と反り上がる構造のものにすると、つまずきにくく歩き

　　出しもスムーズです。スリッパやサンダルは履きやすいですが、転倒しやすいので、

　　靴を履いて外出しましょう。靴底に滑り止めが付いているタイプはおすすめです。

　④運動しましょう

　　高齢になればなるほど体を動かしている人とそうでない人では、運動機能に大きく差

　が現れます。「もういまさら」と思わず、こまめに体を動かす習慣をつけることが大切で

　す。つどいの場やシャキッと会など介護予防事業やサロンの利用もおすすめです。

　転倒を防ぎ、生き生きとした生活が続けられるように、地域包括支援センターでは体作

りや環境作りをお手伝いしていますので、お気軽にお問い合わせください。

つどいの場 シャキッと会 ふまねっとサロン

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ地域包括支援センターだよりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
　緯 55−8615（直通）
　担当：兼松・増田・藤原・本間・丹保
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　子どもの世界にも、大人の世界にも「いじめ」はありますね。

　今回は「いじめ」と脳の働きについて考えてみましょう。

　最近（昨年10月に）出版された『ヒトは「いじめ」をやめられない』（中野信子著）は、

本の題名にショックを受けました。この本が主張しているのは、脳科学の成果から考える

「いじめ」で主として二つのことを伝えたいようです。

　ひとつは、人間には子孫を残すため集団の中で協力的でない人を排除することが必要だ

ということ。もうひとつは、人間社会のどのような集団においても排除や制裁がなくなら

ないのは、それ自体が快楽だから。うーん、こわいですね。

　とくに子どもの脳は共感する脳の働きが未発達で、いじめられる人がどんなに辛いかを

考えるよりも、いじめをすることの快感のほうが優先してしまうと言われています。

　「いじめ」と脳内物質の関係もみておきましょう。

　まずオキシトシンは「愛情ホルモン」とも呼ばれ、脳に愛情を感じさせたり、親近感の

もとになったりします。ところがオキシトシンが仲間意識を高め過ぎてしまうと、「ねた

み」や排斥感情も同時に高めてしまうというのです。「可愛さ余って憎さ百倍」という事態

になりやすい。

　「安心ホルモン」はご存知ですか。セロトニンですね。これが足りないと不安症やうつ病

につながります。セロトニン関連の物質が少ないのは日本人の特徴で、不安傾向、心配性、

慎重すぎる性格が生まれやすい。セロトニンの量が少ないと脳の「前頭前野」の働きが悪

くなるため、情動を抑えられなくなるだけでなく、共感、計画性、意欲といった、適切な

社会行動をとるための能力が低下します。

　三つめはドーパミン、快楽物質とされています。食事や楽しいことをすると放出されま

す。お腹いっぱい食べたら太るとわかっていても食べてしまう、あの快感ですね。この

ドーパミンは正義感と結びつきやすいのでやっかいです。いじめている側に自分は絶対に

正しいことをしているという思い込みがあると、自分の行動を正当化し、「正しいことをす

るのは楽しいことだ」との感覚で相手を攻め、批判し、追い込んでしまうのです。

　さて、女性と男性ではいじめに違いがあるのでしょうか。

　女性がグループ（行動を同じくする人々の集団）をつくるのに比べ、男性は派閥（家系、縁

故、出身校、利害関係などによって結ばれ、他と対抗したい性格をもつ人々のつながり）

をつくりやすいといいます。ねたみは女性よりも男性が強い。制裁行動なども過激で暴力

的になりやすい。男性はおおらかでないですね。それはテストステロンという男性ホルモ

ンが、女性よりも男性に多く分泌されるからと考えられています。

　女性は出産と育児があります。その時期は自分や子どもに対する他者からの攻撃を守る

のが大変です。グループでいたほうが安全という意識が働くようです。

　いずれにしても、いじめ行動がヒトの本能のようなものとして脳に組み込まれていると

したら困ったものですね。

　次号ではこうした脳の働きを前提として、集団や社会のあり方を考えてみましょう。

いじめと脳（１）

ひまわりクリニックきょうごく　緯 ４２−２１６１　FAX ４２−３３５９
E-mail：sinryo@town-kyogoku.jp
公式ホームページ　http://www.kyogoku-clinic.com

ご意見、ご質問はこちらまで
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見てください･･････････京極町ホームページ　http://www.town-kyogoku.jp
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１２月

)5−(３,078人●人　口

)6−(１,487人●男　性

)1±(１,591人●女　性

)4−(１,484戸●世帯数

平成２９年１２月末現在

(　)は前月との比較

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人ののののののののののののののののののののののうううううううううううううううううううううごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごうごきききききききききききききききききききききき

おくやみ申し上げます

（７７歳）１２月５日西岡　　保さん望羊団地

（１００歳）１２月２１日谷　　コマさん東 春 日

（９８歳）１２月２５日小岩　フデさん駅 前

（９０歳）１２月３１日久保　照雄さん旭 町

暫編集後記暫

　２２２２２２２２２２２月月月月月月月月月月当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番病病病病病病病病病病月当番病院院院院院院院院院院院

土・日祝祭日

倶　知　安　厚　生　病　院

　　　　　　　　　　　　　　　察 22-１１４１

受　付　　夜　間　　午後５：００〜午後９：００
　　　　　土曜日　　午後０：００〜午後５：００
　　　　　日曜日
　　　　　　・　　　午前９：００〜午後５：００
　　　　　  祝日

１２月１３日くん一　戸　 貴　翔 
たかと

駅 前

（貴之さん＝歌踊子さん）

１２月１５日ちゃん小野寺　 悠　乃 
ゆの

新 京 極

（聡さん＝明菜さん）

１２月１９日くん中　島　 吉　鹿 
きっか

第二ときわ

（淳吉さん＝妙子さん）

お誕生おめでとうございます

　
　

人
を
迎
え
た
皆
さ
ん
お
め

　
　
 
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

月
の
表
紙
は
、
成
人
式
の
お
祝

い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
中
の
一
コ

マ
で
す
。
２
ペ
ー
ジ
目
に
は
全

体
写
真
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
小
さ
い
頃
か
ら
知
っ
て

い
る
子
ど
も
達
の
成
長
し
た
姿

を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

今
年
も
多
く
の
雪
に
悩
ま
さ

れ
る
事
が
多
い
で
す
が
、
２
月

に
は
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
除
雪

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
開
催
さ
れ
ま

す
。
皆
で
冬
を
乗
り
越
え
ま

し
ょ
う
！

成

ご結婚おめでとうございます
目黒　里美さん加藤　大貴さん三条通り

能和歌踊子さん一戸　貴之さん駅 前

合同常任委員会８日

第４回議会定例会開会１５日

定例会再開１９日

歳末防犯パトロール２１日

保育園クリスマス会２２日

第４９回羊蹄ジュニア

クロスカントリースキー競技大会

２３日

幼児クロスカントリースキー体験教室２４日

２２２２２２２２２２月月月月月月月月月月のののののののののの主主主主主主主主主主なななななななななな行行行行行行行行行行事事事事事事事事事事予予予予予予予予予予２月の主な行事予定定定定定定定定定定定

町内除雪ボランティア
場所：町内一円

１０日(土)

冬季町民レクリエーション大会
場所：リフレッシュパーク他

18日(日)


